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第
三
二
五
回
・
町
議
会
定
例
会

（
桑
名
芳
雄
議
会
議
長
）
が
、
九
月

二
十
八
日
～
十
月
六
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
西
岡
町
長
就
任

後
の
初
議
会
で
も
あ
り
、
各
方
面

か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
初
心
表
明
・
施
政
方
針

に
続
き
、
提
出
議
案
「
一
般
会
計

（
第
二
回
補
正
予
算
）
・
特
別
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
精
力
的
に
審
議

さ
れ
た
後
、
一
般
質
問
・
各
常
任

委
員
会
・
最
終
日
に
採
決
が
行
わ

れ
、
今
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
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野

就
任
あ
い
さ
つ

私
は
去
る
九
月
定
例
会
で
議
員

各
位
の
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ご

同
意
を
得
、
十
月
六
日
付
を
も
ち

ま
し
て
助
役
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

不
肖
私
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に

身
に
余
る
職
責
で
あ
り
、
行
政
に

携
わ
る
者
と
し
て
の
自
覚
を
、
今

議
案
第
五
十
九
号
「
教
育
委
員

会
委
員
任
命
に
つ
い
て
」
議
案
第

六
十
三
号
「
助
役
選
任
に
つ
い
て
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
育
委

員
に
「
鎌
倉
宏
氏
」
が
、
助
役
に
「
平

石
安
央
氏
」
が
満
場
一
致
で
任
命

及
び
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
石
安
央
助
役
の
略
歴

関
西
学
院
大
学
中
退
・
昭
和
四
十

二
年
役
場
一
八
り
・
行
政
課
長
補
佐

総
務
課
長
を
歴
任
。

大
豊
町
川
口
南
（
五
十
一
歳
）

案
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

平
石
助
役
誕
生

鎌
倉
委
員
再
任

《
一

平石安央助役

一
度
新
た
に
す
る
と
と
も
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
長
の
提
唱
す
る
人
間
優
先
の

理
念
に
立
脚
し
た
〃
人
の
心
を
心

と
す
る
行
政
運
営
″
そ
の
た
め
に

は
、
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
い
住

民
共
通
の
広
場
と
し
て
の
役
場
の

存
在
。そ

の
町
長
の
姿
勢
を
、
私
も
又

私
の
心
と
し
て
補
佐
役
に
徹
し
、

内
に
あ
っ
て
は
職
員
と
の
連
携
を

密
に
し
、
私
に
与
え
ら
れ
許
さ
れ

た
こ
の
期
間
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
職
務
遂
行
に
誠
心
誠
意
努

力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

至
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
ご
叱
責

を
い
た
だ
き
、
ご
指
導
ご
鞭
捲
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
誠
に

簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

鎌
倉
氏
が
議
会
の
委
員
任
命
を

受
け
た
後
、
九
月
三
十
日
、
た
だ

ち
に
教
育
委
員
会
が
開
か
れ
、
次

の
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま

し
た
。 委

員
長
に

江
間
幹
夫
氏

教
育
長
に

鎌
倉
宏
氏
を
互
選

平
成
六
年
度
、
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
「
文
化
の
日
」
の
十
一
月
三

日
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

高
知
県
関
係
で
は
、
県
内
在
住

者
四
十
六
人
・
県
外
在
住
者
十
人

計
五
十
六
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
つ
み
重

ね
ら
れ
て
き
た
功
労
が
認
め
ら
れ

叙
勲
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
宮
内
正
男
氏

（
七
十
二
歳
）
が
、
勲
六
等
単
光
旭

町
教
育
委
員
会
（
組
織
）

委
員
長
江
間
幹
夫
再
任
角
茂
谷
役
場
人
事
異
動

教
育
長
鎌
倉
宏
同
高
須
助
役
選
任
等
に
伴
い
、
十
月
六

委
員
（
委
員
長
職
務
代
理
）
日
付
け
で
、
次
の
よ
う
に
発
令
さ

小
嶋
雄
再
任
大
田
ロ
れ
ま
し
た
。

委
員
岡
本
修
二
同
穴
内
三
◎
総
務
課
長

委
員
三
谷
勇
太
郎
同
大
畑
弁
徳
弘
洋
一
（
企
画
室
長
補
佐
）

◎
企
画
室
長
補
佐

松
村
敬
一
（
建
設
課
長
補
佐
）

麺
＃
し
瓢
９
夕
湖
９
夕
調
９
夕
裂
９
ヶ
謡
＆
夕
認
＃
沙
劃
９
診
亜
＃
〆
凝
り
〃
頚
９
夕
澗
９
ヶ
劃
９
夕
翻
９
〃
亜
＃
沙
麓
９
ヶ
窟

秋の叙勲

鰍:二『V
ー

＃戸
民
生
・
児
童
。
福
祉
関
係
を
一
筋
に

一.

可

Ｊ
、

宮内正男氏(葛原）

日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
二

月
一
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

拝
命
以
来
、
行
政
相
談
委
員
・
心
配

ご
と
相
談
委
員
・
国
保
運
営
委
員
．

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
や
高
知
県

・
土
長
地
区
協
議
会
理
事
な
ど

数
々
の
要
職
を
永
年
に
わ
た
り
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

「
昭
和
三
十
年
～
五
十
年
代
の

厳
し
い
時
代
．
ま
た
、
過
疎
と
高

齢
化
が
進
む
、
山
間
部
で
の
青
少

年
の
育
成
や
社
会
福
祉
活
動
に
地

道
な
努
力
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
宮

内
氏
に
対
し
、
深
甚
の
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
、
こ
の
度
の
受
章

を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
六
年
度
、
文
化
功
労
者
と
十
二
月
「
大
豊
町
文
化
財
保
護
委

し
て
、
元
大
豊
町
文
化
財
調
査
委
員
長
」
に
就
任
以
来
、
平
成
四
年

員
長
・
町
史
編
集
委
員
長
・
県
文
六
月
三
十
日
「
県
文
化
財
保
護
協

化
財
保
護
協
議
会
理
事
な
ど
数
々
議
会
理
事
」
ま
で
、
永
年
に
わ
た

の
要
職
を
永
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
り
文
化
財
保
護
・
文
化
の
伝
承
に

都
築
建
康
氏
（
八
十
一
歳
）
現
高
知
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

市
在
住
が
、
十
一
月
十
一
日
、
与
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

謝
野
文
部
大
臣
よ
り
「
文
化
功
労
度
の
受
彰
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

章
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
存
じ
、
氏
の
功
績
に
対
し
敬
意
を

都
築
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
表
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｎ
９
、
く
Ｎ
９
ｌ
Ｊ
ｈ
側
伸
く
Ｊ
、
側
９
、
く
舛
旬
く
〃
、
”
ｑ
ｒ
、
く
側
．
骨
く
く
側
ｑ
ｆ
、
〃
ｌ
侭
ぬ
く
〃
Ｌ
側
．
４
く
ｆ
、
償
旬
く
Ｊ
も
岡
７
，
４
閃
ｑ
く
く
卿
口
．
、
〃
、
偶
聯
め
″
、
く
卿
ｕ
９
Ｋ
Ｊ
ｌ
卿
■

文
化
の
日
（
十
一
月
三
日
）
地

方
自
治
等
功
労
者
（
県
勢
功
労

者
）
と
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
し

た
方
々
（
県
文
化
賞
）
の
表
彰
式

が
県
庁
正
庁
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
町
か
ら
は
、
渡
辺
盛
男
前
町

長
（
七
十
二
歳
）
が
、
地
方
自
治

等
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。氏

は
、
昭
和
三
十
年
三
月
の
嶺

東
四
村
合
併
以
来
、
大
豊
町
の
幹

部
職
員
と
し
て
、
ま
た
教
育
長
と

し
て
、
本
町
の
発
展
に
誠
心
誠
意

努
力
を
さ
れ
幾
多
の
功
績
を
残
さ

文
化
劫
《
労
女
釧
部

Ｊ
ｉ
都
築

県
勢
』
功
労

；
一
穏
弾
峰
纏
鐸
種
唱
挫

県
知
事
表
叩
彰

辺
淑
盛
《
：
男

太
臣
表
彰

建
哩
Ｊ
秤
康
氏
受
賞

れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
、
大
豊
町
長
に

就
任
以
来
、
三
期
十
二
年
に
わ
た

る
町
政
を
担
当
。
そ
し
て
県
内
外

の
要
職
（
役
職
）
に
も
担
わ
れ
る

な
ど
、
そ
の
業
績
は
多
大
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

永
年
「
地
方
自
治
」
に
携
わ
っ

て
き
た
功
労
が
認
め
ら
れ
、
県
勢

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ

後
進
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

氏
受
Ｌ
賞

！
ロ 一

Ｊ

幽
垂
糊
易
を
通
じ
て
測

大
剛
耀
堕
訓

丸
と
な
り
努
力
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

永
年
の
地
道
な
こ
う
し
た
活
動

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
「
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
功
績
の
概
一
妾

『
花
の
あ
る
美
し
い
町
づ
く
り

》
表
彰
い
た
し
式
す

紳
乎
欝
斗
九
〃
二
十
二
剛

＝

町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
小
松
俊

雄
会
長
・
会
員
八

八
七
名
・
十
三
ク

ラ
ブ
）
は
、
昭
和
四

十
年
十
月
に
結
成

以
来
、
今
日
ま
で

各
地
域
で
の
様
々

な
活
動
や
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
地

職鍵盈蕊重縦織蕊
」

を
テ
ー
マ
』
に
、
会
員
が
休
耕
田
期
検
診
・
健
康
相
談
な
ど
へ
の
積

や
畑
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
町
極
的
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

内
全
域
で
桜
木
を
中
心
に
植
樹
す
時
代
に
即
応
す
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り

る
他
、
花
壇
や
町
道
・
県
道
沿
い
を
目
指
し
て
い
る
。

の
草
花
の
手
入
れ
な
ど
、
美
し
い
◎
本
町
の
現
状
か
ら
も
、
高
齢
者

町
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
。
組
織
や
婦
人
会
組
織
に
依
存
す
る

ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
と
の
和
と
こ
と
が
、
今
後
益
々
多
く
な
る
か

協
調
を
図
り
つ
つ
、
各
研
修
会
へ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

の
出
席
。
健
康
維
持
の
た
め
、
定
願
い
し
ま
す
。

勝
拶
餅
湧
戦
切
ゆ
り
騨
削
排
骸
排
緊
渉
罰
妙
働
幣
渉
う
削
捗
骸
勘
防
削
り
削
骸
切
り
身

同
奉
賛
会
で
は
、
各
種
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

「
高
齢
者
大
学
」
は
好
評
で
、
十
一

月
九
日
、
ゆ
と
り
す
と
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
（
二
回
目
）
講

座
に
は
百
二
十
名
余
り
が
受
講
さ

国
宝
薬
師
堂
奉
賛
会
主
催

高
齢
者
大
学
川
人
余
り
が
受
講

《
』

奉賛会高齢者大学開講

れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
、
年
四
回

開
か
れ
、
全
講
座
に
出
席
さ
れ
た

方
に
は
「
心
身
健
康
賞
」
を
授
与
し

同
賞
を
三
年
連
続
で
受
け
ら
れ
た

方
に
は
「
特
別
賞
状
と
記
念
品
」
が

贈
呈
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

『
柴
折
薬
師
』
で
知
ら
れ
る
大

田
山
大
願
院
豊
楽
寺
（
国
宝
）
を

全
国
に
顕
彰
し
、
本
堂
を
と
り
ま

く
諸
施
設
の
整
備
充
実
と
「
薬
師

祭
」
の
復
活
を
趣
旨
に
、
本
年
三

月
『
国
宝
薬
師
堂
奉
賛
会
（
会
長
氏

原
瑞
穂
氏
、
大
田
口
支
部
長
秋
山

弘
安
氏
）
現
会
員
四
三
○
名
』
を
創

立
ぺ
奉
賛
会
員
募
集
中
）

◎
事
務
局
長
北
村
正
昭
寺
内

丑
七
三
’
○
七
六
二
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平
成
二
年
度
に
、
ゆ
と
り
す
と

達
の
「
い
き
が
い
お
お
と
よ
」
若

者
が
集
う
町
づ
く
り
条
例
を
策
定

し
、
す
み
よ
さ
・
ゆ
た
か
さ
・
し

あ
わ
せ
づ
く
り
を
主
題
に
、
文
化

の
交
流
、
文
化
の
伝
承
、
国
際
交

流
な
ど
の
各
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

本
年
度
は
、
地
区
公
民
館
主
体

と
し
た
地
域
で
の
活
動
を
お
互
い

に
考
え
て
は
、
と
言
う
意
見
や
要

望
な
ど
も
あ
り
、
地
区
公
民
館
活

動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

各
地
区
公
民
館
か
ら
の
事
業
報

告
等
で
は
、
新
し
い
地
域
活
動
に

取
り
組
む
な
ど
、
か
な
り
の
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
今
年
は
、
都
合
に
よ
り

「
町
民
体
育
祭
」
が
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
各
地
区
公
民
館
単
位
で
思

考
を
こ
ら
し
た
運
動
会
や
文
化
活

動
・
研
修
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
町
の
現
状
は
、
色
々
の
面
で

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
お

互
い
の
英
知
を
集
中
し
「
ゆ
と
り

あ
る
地
域
づ
く
り
、
活
力
あ
る
町

づ
く
り
」
の
推
進
等
点
を
地
区
公

民
館
活
動
を
通
じ
て
、
議
論
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

戸
一

生
涯
学
習＆

ゆ
と
り
す
と
養
成

東部地区運動会 立川地区農民運動会

平
成
二
年
度
に
「
ゆ
と
り
す
と

養
成
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
、
東
豊
永
地
区
公
民
館
主
催
の

「
富
士
山
登
頂
」
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
東
豊
永
中
央
登
山
ク
ラ
ブ

（
会
長
・
三
谷
武
昭
氏
）
が
発
足
。

老
若
男
女
の
隔
た
り
な
く
、
こ

よ
な
く
山
を
愛
し
、
自
然
を
大
切

に
す
る
和
気
あ
い
あ
い
の
会
員
が

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
山
に
登
っ
て
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
烏
取
県
の
大
山
登
頂

に
挑
み
ま
し
た
が
、
雪
の
た
め
途

中
断
念
。
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思

室
山
盃
鳥

東
豊
永
地
区
公
民
館

r両

全員元気に登頂（大山頂上にて）

い
で
帰
町
し
ま
し
た
。

本
年
十
月
八
日
、
九
日
、
再
度

大
山
登
頂
に
挑
み
ま
し
た
。
壮
大

な
日
本
海
を
背
に
し
、
眼
の
前
は

紅
葉
の
始
ま
り
か
け
た
大
山
を
望

み
な
が
ら
参
加
者
（
三
十
六
名
）

全
員
が
登
頂
に
成
功
。
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
大
豊
町
の
交
通

安
全
祈
願
を
兼
ね
て
の
登
山
、
全

員
で
大
山
寺
に
祈
願
し
て
き
ま
し

た
。

今
後
も
、
四
季
折
々
の
山
々
の

探
索
や
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
な
ど
、
い
き
が
い
と
心
に

ゆ
と
り
の
あ
る
「
生
涯
学
習
」
活

動
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
員
（
Ｍ
・
Ｋ
）

鶏
－4 －
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吉田臣代さんの写真特選

嶺
北
五
カ
町
村
が
主
催
で
例
年

開
催
し
て
い
る
総
合
美
術
展
も
本

年
で
二
十
四
回
を
数
え
、
去
る
十

月
十
三
日
、
大
川
村
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
作
品
の
審
査
が
行
わ

れ
、
大
川
村
を
皮
切
り
に
各
町
村

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
及
び
展
示
場
所

十
月
二
十
八
日
～
三
十
日
大
川
村

十
一
月
十
一
日
～
十
三
日
本
川
村

十
一
月
十
九
日
～
二
十
三
日
土
佐
町

十
一
月
二
十
五
日
～
二
十
九
日
本
山
町

十
二
月
二
日
～
六
日
大
豊
町

大
豊
町
関
係
・
各
部
門
の
入
賞
者

◎
写
真
の
部
（
順
不
）

特
選
吉
田
臣
代
黒
石

入
選
和
田
幸
尾
高
須

同
和
田
文
一
同 F-両

吉田さんの特選写真

同
岡
崎
徹
角
茂
谷

同
豊
永
敬
子
落
合

同
豊
永
幸
利
同

同
原
重
男
穴
内

同
横
山
豊
黒
石

同
松
浦
美
恵
東
寺
石

同
松
浦
延
和
同

無
鑑
査
岡
本
淳
穴
内

審
査
員
評
高
芝
晴
喜
先
生

色
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
自

分
の
感
じ
た
も
の
を
十
分
に
表
現

し
て
お
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
感

じ
る
。
た
だ
、
多
少
ピ
ン
ト
の
甘

い
も
の
が
あ
り
残
念
。
的
確
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
努
力
を
。

◎
彫
塑
・
工
芸
の
部

褒
状
楠
島
冨
士
子
高
須

同
門
田
勝
喜
東
土
居

入
選
秋
山
花
川
口
南

同
門
田
勝
喜
東
土
居

同
池
田
志
保
怒
田

同
森
久
保
和
男
落
合

同
佐
々
木
益
子
穴
内

同
原
敬
子
川
口
南

無
鑑
査
釣
井
義
光
粟
生

審
査
員
評
大
野
良
一
先
生

数
は
減
っ
た
が
質
的
に
良
く
な

っ
た
。
特
に
高
齢
者
の
活
躍
は
目

を
見
張
る
。
今
後
、
作
者
の
「
く

せ
」
を
「
個
性
」
に
昇
華
さ
せ
る

努
力
が
重
要
、
訴
え
る
も
の
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
よ
う
な
勇
気
を
。

か書るそ無入褒
をく。れ伝審同鑑同同◎
考だ多な.統査査選状書
えけ字り的員道
てで数にな評西中山門池西の
ほ な の 努 書 村 岡 本 脇 田 村 部
しく場力風田浩道美宏和佳
い、合のの中一典栄子夫子
。何は跡作白子

空を、が品歩東天大怒川
間訴う見が先土坪落王口
のえまら多生居小合上田南
生るくれく
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大
豊
民
謡
会
（
会
長
・
朝
倉
寛

海
氏
）
で
は
、
音
羽
菊
夕
愛
の

会
・
豊
永
勝
志
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」

に
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
「
大
豊
民
謡

会
発
足
十
周
年
記
念
大
会
」
が
、

新
装
な
っ
た
「
ゆ
と
り
す
と
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
舞
台
に
、
各
流
派

か
ら
五
十
名
余
り
の
出
演
者
を
集

め
民
謡
・
三
味
線
・
新
舞
踊
な
ど

の
多
彩
な
芸
を
披
露
。

会
場
の
ホ
ー
ル
に
は
、
二
百
人

を
超
す
人
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

狸 愚9

ゆ
と
り
す
と
交
流
セ
ン
タ
ー
初
舞
台

r

LF一 の
舞
台
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

F
一

お久しぶり元気か

地区・ふる里交流会

十
一
月
三
日
、
ふ
る
里
振
興
三

和
会
（
岩
原
校
校
友
会
）
の
主
催

「
ふ
る
里
交
流
会
」
が
、
岩
原
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
百
五
十
名
余

り
が
集
い
盛
大
に
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

十
時
三
十
分
、
下
の
広
場
で
国

の
民
俗
文
化
財
（
無
形
・
重
要
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
岩
原
神
楽
の

舞
い
が
披
露
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

の
参
加
者
も
、
何
年
～
何
十
年
ぶ

り
か
に
見
る
「
ふ
る
里
の
伝
承
芸

能
」
に
感
無
壁
。

子
供
た
ち
の
舞
い
に
は
、
オ
ヒ

ネ
リ
が
飛
ぶ
な
ど
、
久
々
に
見
る

伝
承
芸
能
に
拍
手
喝
采
。
ひ
き
続

き
、
同
広
場
で
餅
ま
き
等
が
行
わ

れ
た
後
、
会
場
を
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
移
し
交
流
会
の
宴
が
開
か
れ
、

ふ
る
里
の
話
題
や
カ
ラ
オ
ケ
・
か

く
し
芸
等
も
飛
び
だ
す
な
ど
、
参

加
者
た
ち
は
、
な
つ
か
し
い
岩
原

の
里
で
の
一
日
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

r－1

一
一

r

･一塁

琴
｡

P

口

ふる里交流会・岩原神楽の披露
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単
Ｐ
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
交
流
ソ
篭
似
総
値
鍋
潮

町
Ｐ
ｍ
Ａ
研
究
大
会
（
連
合
会
余
り
が
参
加
し
、
大
杉
中
体
育
館
い
の
交
流
を
深
め
、
意
義
あ
る
大

長
佐
竹
範
久
大
杉
小
）
が
、
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
、
研
究
主
題
「
地
域
開
会
式
で
は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
連
合
会
長
被
表
彰
者

を
託
す
子
ど
も
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
、
会
長
前
田
幸
太
郎
西
峰
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
百
五
十
人
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
続
い
三
谷
幸
一
郎
大
豊
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

‐
バ
レ
ー
で
交
流
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
萱

余
り
が
参
加
し
、
大
杉
中
体
育
館
い
の
交
流
を
深
め
、
意
義
あ
る
大

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
連
合
会
長
被
表
彰
者

に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
、
会
長
前
田
幸
太
郎
西
峰
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
続
い
三
谷
幸
一
郎
大
豊
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

て
「
今
お
と
な
が
目
を
覚
ま
せ
ば
藤
原
修
大
杉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

子
ど
も
た
ち
は
救
わ
れ
る
」
と
題
佐
々
木
る
み
同

し
、
豊
永
小
学
校
井
上
校
長
先
生
白
石
定
好
大
杉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
講
演
。
大
田
口
小
Ｐ
皿
Ａ
副
会
楠
山
行
雄
同

長
三
谷
よ
し
恵
さ
ん
の
事
例
発
長
野
辰
夫
同

表
、
研
究
討
議
な
ど
、
活
発
な
意
長
野
佐
江
同

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

且
甲
１
霧
４
碁
？
参
内
＃
Ｖ
簿
８
器
７
毒
’
＆
園
Ｖ
毒
４
凸
事
１
の
Ａ
Ｖ
②
Ａ
う
７
露
８
鼎
７
輪
Ａ
邑
勺
．
中
１
画
Ｖ
申
・
刈
暫
．
の
ｉ
‐
⑩
ｉ
・
の
’
＃
‘
⑭
．
！
⑪
’
１

馴
醐
劉
醐
一
罰
斗
函
臥
琶
訓
磐
一
卿
国
剛
託
訓
謹
漁
圏
騨
醐
一
階

F~~可

大
豊
町
少
年
の

翼
に
参
加
し
て

大
杉
中
三
年
白
石
円
香

九
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間

私
は
、
大
豊
町
少
年
の
翼
の
一
員

と
し
て
台
湾
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

台
湾
で
は
、
英
語
で
は
な
く
中

国
語
が
話
さ
れ
て
い
る
の
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
日
本

語
を
上
手
に
話
し
て
い
た
の
に
は

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
番
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
花
岡
中
学
校
で
は
、
残
念

蕊
通
の
約
束
を
し
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
い
こ
と
か

ら
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
日
及
び
夜
間
も
診
療

可
能
な
病
院
も
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
病
院
で
き
い
た

「
こ
の
病
院
は
、
病
気
を
治
す
病
院

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
人
を
治
す

病
院
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え

る
と
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま

で
、
日
本
の
よ
う
な
病
院
が
あ
た

り
ま
え
、
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

恥
ず
か
し
く
思
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
展
示

な
が
ら
授
業
は
見
せ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
管
弦
楽
団
の
演

奏
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

話
を
し
た
の
は
ほ
ん
の
五
～
六
人

で
、
時
間
も
短
か
っ
た
で
す
が
文

一

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
田

さ
ん
、
教
育
委
員
会
の
み
な
さ
ん

少
年
の
翼
で
た
く
さ
ん
の
友
達
と

思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

品
に
圧
倒
さ
れ
た
故
宮
博
物
館
思

っ
て
い
た
よ
り
時
間
が
短
く
ガ
ッ

カ
リ
し
た
自
由
時
間
、
す
ご
く
迫

力
だ
っ
た
太
魯
閣
峡
谷
、
最
後
の
日

に
は
三
時
ま
で
み
ん
な
で
く
だ
ら

な
い
話
を
し
た
ホ
テ
ル
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
四
日
間
で
九
人
の

友
達
も
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

話
を
し
た
人
、
少
し
し
か
話
が
で

き
な
か
っ
た
人
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
せ
っ
か
く
仲
良
く
な
っ
た
ん

だ
か
ら
、
ま
た
会
う
こ
と
が
あ
れ

ば
気
軽
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

中正記念堂（台湾）
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“1

再乎

本
町
の
将
来
の
姿
を
そ
の
機
能

か
ら
人
の
居
住
す
る
地
域
を
「
核

集
落
エ
リ
ア
」
「
準
核
集
落
エ
リ

ア
」
「
衛
生
集
落
エ
リ
ア
」
、
そ
の

周
囲
を
取
り
巻
く
非
居
住
地
域
を

「
森
林
エ
リ
ア
」
に
区
分
す
る
。

「
衛
生
集
落
エ
リ
ア
」

衛
生
集
落
エ
リ
ア
は
、
核
集
落

エ
リ
ア
を
取
り
囲
む
散
在
集
落
地

帯
と
す
る
。
こ
の
エ
リ
ア
は
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
人
々
の
生
活
す

る
空
間
、
農
家
が
農
業
経
営
を
展

開
す
る
空
間
と
す
る
。
こ
の
た
め

道
路
、
水
道
、
風
呂
、
ト
イ
レ
等

の
直
接
日
常
生
活
に
関
わ
る
施
設

の
充
実
を
図
り
、
住
宅
の
セ
カ
ン

ド
ハ
ウ
ス
化
を
推
進
し
、
集
落
全

体
を
鎮
守
の
森
を
中
心
と
す
る
山

村
公
園
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
ゆ

と
り
」
と
し
て
農
業
を
楽
し
み
な

が
ら
自
然
に
囲
ま
れ
悠
々
自
適
の

生
活
を
お
く
る
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ

の
パ
ラ
ダ
イ
ス
〃
シ
ル
バ
ー
ビ
レ

ッ
ジ
″
と
す
る
。

ま
た
、
農
業
経
営
空
間
と
し
て

地
域
の
核
と
な
る
農
家
を
育
成
す

る
た
め
、
公
的
支
援
に
よ
る
農
業

法
人
（
第
３
セ
ク
タ
ー
等
）
を
設

立
、
こ
れ
を
中
心
と
す
る
新
し
い

「
地
域
区
分
」

F罰

地
域
農
業
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
法
人
を
若
者
が

社
員
と
し
て
安
定
し
た
雇
用
条
件

の
も
と
で
農
業
に
従
事
す
る
場
と

す
る
。
こ
れ
ら
の
法
人
、
担
い
手

農
家
、
高
齢
化
農
家
を
有
機
的
に

結
び
付
け
、
農
作
業
受
委
託
制
度

を
創
設
す
る
な
ど
、
農
家
経
営
の

安
定
を
図
る
と
と
も
に
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
と
し
て
の
「
ゆ
と
り
農

業
」
を
普
及
す
る
。
以
上
の
基
盤

と
し
て
圃
場
、
農
道
な
ど
の
整
備

を
促
進
す
る
。

こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て

は
、
「
ゆ
と
り
農
業
」
が
日
常
生
活

の
潤
い
と
な
る
と
と
も
に
、
休
日

に
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
と
し
て
「
ゆ
と
り
農

業
」
を
楽
し
む
若
者
た
ち
と
の

『
土
』
を
通
じ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
き
甲
斐
と
な
る
。

次
回
号
に
お
い
て
は
、
「
森
林
エ

リ
ア
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

－ 8 －
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そ
の
昔
か
ら
参
勤
交
代
道
を
通

じ
て
、
瀬
戸
内
と
土
佐
と
の
交
流

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
、
大
豊
町
立
川

「
立
川
番
所
保
存
会
・
石
川
泰
久

会
長
」
と
、
愛
媛
県
新
宮
村
「
予

土
交
流
会
・
山
下
正
博
会
長
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
こ
の
道
の
整
備
や
保
存

研
修
事
業
な
ど
を
行
い
、
お
互
い

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
事
業
と
し
て
、

笹
ケ
峰
の
県
境
に
「
第
九
代
土
佐

藩
主
・
山
内
豊
潅
公
」
の
歌
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。

、
十
一
月
十
三
日
の
午
前
九
時
、

木
番
所
登
山
口
（
参
勤
交
代
道
の

土
佐
側
）
に
、
新
宮
村
と
立
川
の

豊
潅
朝
臣
（
二
十
四
歳
）
安
永
三
年
弥
生
五
日
、
う
ま
の
刻
過

る
頃
、
高
知
を
旅
立
け
る
に
…
…
八
日
空
晴
る
朝
ぼ
ら
け

立
川
を
出
て
笹
か
峯
に
か
か
る
鴬
の
こ
え
き
こ
ゆ
。「

南
路
志
よ
り
」

；
会
員
や
関
係
者
約
五
十
名
余
り
が

集
い
、
重
さ
百
三
十
キ
ロ
余
り
の

歌
碑
を
約
五
十
分
か
け
て
、
笹
ケ

峰
峠
（
県
境
）
ま
で
担
ぎ
揚
げ
ま

し
た
。

午
前
十
一
時
過
ぎ
に
作
業
が
お

わ
り
祈
願
祭
・
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

が
挨
拶
・
そ
し
て
乾
杯
、
建
立
を

祝
い
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歴
史
と
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
道

殿
様
も
難
渋
し
た
笹
ケ
峰
。

僧
純
信
は
涙
な
が
ら
に
、
高
知

の
城
下
か
ら
北
へ
、
領
石
・
本
山
．

立
川
を
経
て
、
笹
ケ
峰
（
一
、
○

二
七
ｍ
）
を
越
え
て
新
宮
村
を
通

り
伊
予
の
川
之
江
に
至
る
土
佐
街

道
は
、
全
行
程
二
十
里
余
り
（
八

C

ゲオ

rB彦

一
Ｊ

認
書
謹

十
キ
ロ
）
の
長
い
道
の
り
で
す
。

土
佐
嶺
北
の
険
し
い
山
々
を
た

ど
る
た
め
、
〃
北
山
越
え
″
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

紀
貫
之
や
土
佐
の
殿
様
、
坂
本

龍
馬
、
板
垣
退
助
、
そ
し
て
純

信
・
お
馬
の
悲
恋
物
語
の
主
人
公

な
ど
も
通
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

街
道
は
数
々
の
歴
史
と
ロ
マ
ン
が

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

雲
山頂まで担ぎ上げるのはひと苦労でしたが、全員の協力で無事歌碑が建立

一_弓､一_声＝_ご一_一一三一_哲一三_写･一画'一一計＝_凸童,戸”＝壷一-一一-壱一~,＝_雪一一､一-一一－－ー叩■ーゴー_＝､一､ー■寺、一一一_釘､一､ーー､一一

一
暮
れ
に
な
る
と
、
市
場
や
デ
パ

ー
ｌ
卜
な
ど
は
歳
末
商
品
を
買
い
求

一一

蝋
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

副
１
１

も
に
、
「
あ
ら
ま
き
さ
け
」
が

り
ま
す
。

「
あ
ら
ま
き
さ
け
」
は
、

さ
け

荒
巻
鮭
ま
た
は
新
巻
鮭
と
書

き
ま
す
。
荒
巻
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
荒
縄
で
鮭
を
巻
い
て

お
い
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は
、

新
巻
鮭
と
書
い
て
売
っ
て
い

る
店
が
多
い
よ
う
で
す
。

内
臓
を
と
っ
て
甘
塩
に
し
、
香

り
と
味
わ
い
が
塩
鮭
な
ど
よ
り
も

い
い
の
が
特
徴
で
す
。
健
康
の
た

め
の
減
塩
の
普
及
、
輸
送
方
法
の

進
歩
、
冷
蔵
庫
の
普
及
か
ら
で
し

ょ
う
か
、
昔
の
よ
う
な
塩
辛
い
鮭

は
、
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
古
い
歳
時
記
を
見
て

み
た
ら
、
「
近
ご
ろ
は
鮭
は
少
な
く

な
っ
た
…
…
」
と
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
稚
魚
の
放
流
技

め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
う

し
た
売
り
場
な
ど
で
は
、
お
せ
ち

料
理
の
材
料
や
松
飾
り
な
ど
と
と

も
に
、
「
あ
ら
ま
き
さ
け
」
が
出
回

へ
』

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
協

力
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

サ
バ
な
ど
で
お
正
月
を
祝
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
お
正
月
の
も
ち

も
丸
も
ち
、
切
り
も
ち
な
ど
地
方

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
魚
も
、
同

じ
よ
う
な
特
色
が
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
な
た
の
お
宅
は
鮭
で
す
か
、

ほ
か
の
魚
で
す
か
。

歳
末
に
は
、
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
人
々
も
い
ま
す
。

十
二
月
は
、
「
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
や
、
そ
の

家
族
が
明
る
い
お
正
月
を
迎

一一一一一一一一一 一一一一－一一一口一一一_…_一 一-一一一一‐ニーーー一一一一一
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町
体
育
会
柔
道
部
の
主
催
に
よ

る
「
県
下
少
年
柔
道
錬
成
大
豊
大

会
」
が
、
十
月
九
日
、
大
杉
中
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
各
市
町
村
で
社
会
体
育

活
動
と
し
て
、
柔
道
に
取
り
組
ん

で
い
る
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
や
各
中

学
校
の
一
柔
道
部
員
な
ど
、
十
六
団

体
・
四
十
四
チ
ー
ム
・
二
百
三
十

名
余
り
が
参
加
。

午
前
九
時
、
渡
辺
充
泰
町
体
育

会
長
が
挨
拶
。
続
い
て
、
鎌
倉
教

育
長
が
八
平
成
十
四
年
に
は
、
高

知
県
で
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

勝
敗
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
柔

道
の
基
本
を
守
り
、
ケ
ガ
の
な
い

よ
う
正
々
堂
々
と
闘
っ
て
く
だ
さ

凸竪

“
チ
ー
ム
・
川
名
が

集
い
熱
戦

墨

Lb

型

抑え込み－本

い
と
祝
辞
。

基
本
錬
成
で
は
、
小
学
低
学
年

生
三
十
名
が
、
柔
道
の
基
本
技
を

中
心
に
、
各
先
生
方
か
ら
指
導
を

受
け
た
あ
と
、
団
体
・
個
人
戦
と

試
合
が
進
む
に
つ
れ
、
応
援
の
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
ら
も
、
一
喜

一
憂
、
試
合
場
に
劣
ら
ぬ
応
援
で

,1厩

戸

小学低学年生の柔道錬成指導

会
場
は
、
一
段
と
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

談
§
索
§
紫
や
彦
拳
９
銭
蚤
９
彦
蚤
§
凄
ま
§

九
月
二
十
五
日
、
絶
好
の
秋
晴

れ
、
春
野
運
動
公
園
に
五
十
三
市

町
村
よ
り
三
千
人
が
集
い
、
陸
上

競
技
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
十
三

種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ク
レ
ー
射

撃
・
陸
上
競
技
に
選
手
団
四
十
五

名
が
出
場
。

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
の
総
合

開
会
式
に
は
、
旗
手
の
岡
崎
春
男

体
育
指
導
員
を
先
頭
に
鎌
倉
教
育

長
・
渡
辺
充
泰
体
育
会
長
・
選
手

団
と
堂
点
の
入
場
行
進
。

開
会
式
の
後
、
各
競
技
会
場
に

分
散
、
終
始
和
や
か
な
中
に
も
真

剣
な
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

F一刃

大
豊
町
関
係
入
賞
種
目

◎
走
り
高
飛
び

優
勝
岡
崎
春
男
岩
原

◎
ク
レ
ー
射
撃
ス
キ
ー
ト

団
体
二
位
大
豊
町
体
育
会

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
三
コ
ー
ト

二
位
大
豊
町
体
育
会
Ｂ

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
般
女
子

健
闘
し
ま
し
た
が
一
回
戦
惜
し

く
も
敗
退
。

☆
町
体
育
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
を
「
年
間
目
標
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
健
康
の
た
め
に
も
何
か

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

大
豊
選
手
団
蛍
一
々
の
入
場
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第
二
十
二
回
・
町
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
剣
道
錬
成
大
会
」
が
、
十
月

三
十
日
、
大
豊
中
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
十
二
チ
ー
ム
・
五

十
九
名
の
選
手
が
出
場
。

午
前
九
時
三
十
分
．
開
会
式
に

続
き
、
小
・
中
学
生
の
個
人
戦
・

団
体
戦
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

試
合
場
の
メ
ン
ー
・
ド
ゥ
ー
・

コ
テ
ー
と
、
気
合
の
入
っ
た
対
戦

に
、
各
チ
ー
ム
の
指
導
者
や
父
母

か
ら
盛
ん
な
応
援
。
対
戦
が
進
む

一
画
間

題
一
・
一

Ｆ
Ｔ
ｇ
ｄ
ｐ
Ｌ

畢
聡
露
謹
睡
鋲
輝
謡
蘇
凝
謹
謬
鮭
録
蕊
寛
蕊
謀
空
戦
叱
産
醗
農
津
浮
鍾
娠
郡
鯉
諌
蕊
落
癖
誤
審
ぶ
鍬
薙
避
湾
零
鴬
鮮
錐
諜
臨
鑑
鑑
蕊
塩
蕊
溌

】

、

嬰
謹
緊
蝿
鵡
奮
蕊
癒
懸
流
議
驚

霊
1

二
一溌

型 睡 乞
一

一

、一一

一

ドゥー元気いっぱいの豆剣士メン

優
勝

二
位

三
位

に
つ
れ
体
育
館
は
緊
張
し
た
熱
気
一

で
一
杯
で
し
た
。

◎
団
体
戦
成
績
（
小
学
生
の
部
）
一

優
勝
繁
藤
チ
ー
ム
山
田
町
一

二
位
東
豊
永
チ
ー
ム
大
豊
町
一

三
位
大
杉
Ａ
チ
ー
ム
同
一

◎
個
人
戦
（
小
学
低
学
年
の
部
）
一

優
勝
三
谷
一
成
大
田
ロ
一

二
位
上
村
大
祐
豊
永
一

三
位
小
笠
原
ゆ
い
東
豊
永
一

（
四
年
生
の
部
）
一

優
勝
三
谷
博
明
東
豊
永
一

二
位
小
林
由
美
同
一

三
位
上
村
絵
理
菜
豊
永
一

（
五
年
生
の
部
）
一

優
勝
北
村
紘
子
東
豊
永
一

二
位
上
村
卓
也
豊
永
一

三
位
岡
部
誠
繁
藤
一

（
六
年
生
の
部
）
一

優
勝
入
野
菜
緒
大
杉
一

二
位
山
崎
光
明
東
豊
永
一

三
位
藤
原
隆
太
郎
豊
永
一

（
中
学
生
の
部
）
↑

桑
名
佐
苗
大
豊
中
一

桑
名
誠
同
一

三
谷
あ
い
同

【
』

第
十
六
回
・
嶺
北
交
通
安
全
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
去
る
十
月

十
九
日
、
士
佐
町
に
て
開
催
さ
れ

大
豊
町
か
ら
豊
永
チ
ー
ム
が
出

場
、
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
と
交
通
安
全
ル
ー
ル
の

確
認
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
通

常
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
対
戦
成
績
の

他
に
、
交
通
安
全
に
関
す
る
二
十

間
の
難
問
題
に
挑
戦
し
、
各
人
の

点
数
が
加
算
さ
れ
、
そ
の
総
合
成

績
に
よ
り
順
位
が
決
ま
る
も
の

で
、
各
町
村
か
ら
六
代
表
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
豊
永
チ
ー
ム

（
監
督
・
上
村
栄
樹
さ
ん
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

交通安全鯵慰憾齢雷ﾙ太会
豊求ヂ;畠一蜜1副券

町暴娠寄泌太会第22回

割未チ:＝：強1憂勝

ま
た
、
十
月
一
日
、
黒
石
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
た
「
第

二
十
二
回
・
大
豊
町
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
で
は
、
割
木
チ
ー
ム
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
優
勝
し
ま
し

た
。 厩穆

『
一

Ｆ
．

'95自衛隊生徒募集(案内）
応募資格＝日本国籍を有し､平成7年4月i日

現在15歳以上～17歳未満の男子で

中学校卒業者（平成7年3月卒業

見込の者を含む）

試験＝第一次試験日平成7年｜月6日(金）

へ
」

高等学校教育及び卒業資格

☆陸・海・空自衛隊生徒とも、それぞれの

学校で一般の高等学校と同じカリキュラム

の教育を受ける。

☆3年間の教育終了時には、下記の高等学

校の卒業資格が得られる。

黒石ゲートボール場にて

お
知
ら
せ

町
体
育
会
で
は
、
一
人
一

ス
ポ
ー
ツ
を
目
標
に
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
地
区
公
民
館
を
中

心
に
、
生
涯
学
習
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
成
績

優
勝
割
木
チ
ー
ム

二
位
豊
永
Ｂ
チ
ー
ム

三
位
豊
永
Ａ
チ
ー
ム

◎詳しくは、高知市駅前町2－1自衛隊募

集案内所壷23-2006にお問い合わせ下さい。
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陸上自衛隊生徒

海上自衛隊生徒

航空自衛隊生徒

高校名（通信制）

神奈川県立湘南高等学校

広島県立西高等学校

私立科学技術学園高等学校



大
豊
町
「
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
会
長
森
下
良
尾
、
推
進
委

員
三
十
名
）
」
が
、
結
成
さ
れ
て
十

六
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
「
私
た
ち
の
健
康
は
私

県
肝
魂
什
訓
細
耐
順
順
州
順
読
雌
州
琴
胴
伽
胎
肌
伽
棚
緬
州
剛
粁
賊
一一

余
り
の
婦
人
が
参
加
。
で
し
た
。

第
九
回
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

３
１
画
蕗
瀞
。
４
屋
号
４
ざ
？
９
暫
舜
Ｉ
鴬
雷
？
４
．
罰
の
Ｉ
サ
ぎ
す
４
．
垂
●
為
Ｉ
ザ
爵
骨
Ｉ
廿
曾
？
４
●
讃
？
骨
ざ
？
４
．
罰
？
４
召
▽
４
食
０
４
墨
恩
Ｉ
鮒
蒔
．
』

『，リ’
11

貫
墾
渚
醗
善
推
進
雲
⑲
愛
称
＃

一
一
一

繭『
へ
肥
尻
渓
イ
ト
ヒ
と
決
ま
る

呪

産

あんた今年も頑張ったゾネ…と参加者たち

た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
各
地
区
で
食
生
活
改
善
推
進

員
に
よ
る
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

「
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
」
と
県
社
会
華

教
育
課
婦
人
担
当
の
総
評
ど
お
り
錘

今
年
も
大
豊
女
性
の
団
結
力
と
パ
》

ワ
ー
を
発
揮
し
、
準
決
勝
で
は
水
》

内
を
大
い
に
湧
か
せ
ま
し
た
。
一

一
入
り
の
は
い
る
大
健
闘
を
み
せ
館

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
県
内
の
婦
人
》

』
式
拒
間

》
の
健
康
づ
く
り
や
福
祉
に
大
き
な

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

癖
役
割
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と

本
町
か
ら
も
、
町
連
合
婦
人
会
》
し
て
の
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

（
平
石
会
長
外
三
十
五
名
）
が
参
加
》
「
こ
の
度
、
食
生
活
改
善
推
進

し
ま
し
た
。

》
員
の
全
国
共
通
の
愛
称
を
、
健
康

「
綱
引
き
と
言
う
と
、
い
つ
も
》
を
守
る
仲
間
の
輪
の
意
味
を
持
つ

大
豊
の
婦
人
が
優
勝
し
て
い
た
イ
》
『
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
』
と
す
る
こ
と
に

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
一
と
県
社
会
》
．
決
定
し
ま
し
た
」

戸

こ
の
愛
称
が
、
地
域
の
方
々
か

食生活シンボルマーク

凸
ｚ
写
土
＠
さ
腎
管
き
■
曾
菩
白
ｓ
ｏ
土
⑨
告
冨
ご
金
。
凸
ロ
ロ
。
土
。
凸
■
ｇ
土
３
基
ご
土
。
凸
昌
悪
土
。
ｔ
包
る
土
。
ｔ
ｇ
土
◎
も
画
冒
警
さ
。
。
趣
。
３
面
の
土
。
巻
§
土
。
ｔ
§
土
：
冨
弓

ら
親
し
み
を
も
っ
て
、
呼
び
か
け
と
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ら
れ
る
よ
う
大
切
に
育
て
た
い
と
町
食
生
活
推
進
協
議
会

思
い
ま
す
。

今
後
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

会
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私
は
今
、
町
の
広
報
の
編
集
を

担
当
し
な
が
ら
、
差
別
問
題
に
関

わ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

先
だ
っ
て
あ
る
研
修
会
で
、
「
広

報
と
差
別
問
題
と
は
、
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
「
広
報
と
同
和
問
題
を
う

ま
く
使
い
分
け
て
い
く
の
は
、
本

当
に
ご
苦
労
な
こ
と
で
す
ね
」
と

話
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
内
面
に
は
全
く

違
っ
た
考
え
が
あ
る
わ
け
で
す
。

広
報
を
編
集
す
る
と
い
う
こ
と

は
単
な
る
一
つ
の
仕
事
か
、
単
な

る
使
い
分
け
を
す
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
の
創
造
と
は
、
町
行
政
の

あ
り
方
を
材
料
と
し
な
が
ら
、
対

象
の
一
つ
一
つ
を
深
く
見
つ
め
、

そ
こ
に
ひ
そ
ん
で
い
る
行
政
の
真

実
を
町
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
内
外
の
出
来
事
や
イ
ベ

ン
ト
を
報
告
し
、
様
々
な
事
象
を

通
し
て
、
人
間
の
生
き
方
を
凝
視

し
、
そ
の
意
義
を
深
く
掘
り
下
げ

〔
社
雪
封
函
副
霜
コ
ー
ナ
ー
〕

広
報
と
差
別
問
題

て
い
く
営
み
で
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
広
報
と
は
「
人

間
と
の
出
会
い
」
を
大
切
に
し
、

「
町
を
愛
し
、
人
を
愛
す
る
」
こ
と

を
宝
物
と
し
て
編
集
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
俗
的
な
も
の
の
見
方
、
考
え

方
は
、
町
づ
く
り
の
本
当
の
姿
は

見
え
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
一
方
、
差
別
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
こ
こ
で
は
、
同
和
問
題

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

同
和
問
題
と
は
、
部
落
差
別
の

問
題
で
あ
り
ま
す
。

同
和
地
区
に
生
ま
れ
た
と
い
う

理
由
だ
け
で
、
生
命
の
尊
厳
を
踏

み
に
じ
ら
れ
、
幸
福
に
生
き
よ
う

と
す
る
権
利
ま
で
奪
わ
れ
る
と
い

う
人
間
否
定
の
問
題
で
あ
り
ま
｛
兆

そ
う
し
て
、
自
分
た
ち
の
回
り

に
差
別
が
充
満
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
差
別
が
他
人
事

の
よ
う
に
目
を
む
け
て
い
る
。
多

く
の
同
和
地
区
外
の
人
た
ち
の
問

題
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

同
和
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
は

非
差
別
の
人
た
ち
の
苦
し
み
や
願

一

い
を
自
分
の
生
き
方
の
中
に
く
み

入
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
私
は
思
う

の
で
す
。

し
か
し
、
自
分
が
差
別
し
な
い

と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ま
ず

自
ら
が
差
別
を
な
く
す
た
め
に
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
な
に
よ
り
も

大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
や
は
り
、
物
事
を
深

く
思
い
つ
め
、
自
ら
の
心
を
掘
り

下
げ
て
い
く
努
力
を
し
な
い
限
り

差
別
も
見
え
な
い
し
、
自
分
の
差

別
意
識
を
克
服
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

率
直
に
言
っ
て
、
広
報
編
集
と

差
別
問
題
の
根
底
に
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、
多
く
の
生
命
の
尊

厳
に
ふ
れ
、
共
感
し
、
心
を
豊
か

に
し
、
何
よ
り
も
人
間
を
大
事
に

し
て
い
く
と
い
う
「
愛
と
祈
り
」

に
も
似
た
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

竜

平成6年度の6講座、
農工センターにて

る
の
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
申
し
上
げ
た

い
こ
と
は
、
他
人
事
の
よ
う
に
い

く
ら
き
れ
い
ご
と
を
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
無
意
味
な
こ
と
で
す
。

「
差
別
し
て
は
い
け
な
い
」
「
差

別
は
ダ
メ
で
す
よ
」
口
先
だ
け
で

く
り
返
し
た
と
こ
ろ
で
、
巨
大
な

こ
の
国
の
差
別
の
壁
は
、
容
易
に

ゆ
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

人
間
を
差
別
す
る
意
識
を
心
に

宿
し
な
が
ら
、
広
報
を
編
集
し
て

も
、
し
ょ
せ
ん
そ
れ
は
本
物
と
は

い
え
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
県
内
市
町
村
広
報
の
ほ

と
ん
ど
で
、
社
会
啓
発
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
こ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

さ
さ
や
か
な
営
み
で
あ
っ
て
も

差
別
反
対
の
立
場
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く

こ
と
と
、
広
報
編
集
に
よ
っ
て
町

づ
く
り
の
中
で
人
間
的
な
怒
り
や

悲
し
み
を
表
現
す
る
そ
の
あ
り
方

は
、
私
の
内
面
で
ま
さ
に
一
つ
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら

も
差
別
と
闘
い
つ
づ
け
な
が
ら
町

づ
く
り
に
い
き
つ
づ
け
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
九
九
四
年
十
一
月
・
県
同
教

前
会
長
中
山
忠
男
先
生
よ
り
原

稿
を
頂
き
ま
し
た
。

へ
」

､｡､画心心心心や心心心心一、、巳心信心心、､心心心恒心心巳一、、巳心心回心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心~ぜ
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朝
晩
め
っ
き
り
冷
え
込
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
コ
タ
ッ
の
恋
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

入
院
時
の
給
食
料

前
回
は
、
十
月
一
日
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
入
院
時
の
給
食
料
の
個

人
負
担
（
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
は
減
額
さ
れ
ま
す
）
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

減
額
に
該
当
の
方
は
、
手
続
き

が
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
の
方
は
、
受
け
付
け
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
手
続
き
の
済
ん

だ
方
で
、
入
院
が
九
十
日
を
超
し

た
場
合
は
、
一
日
当
た
り
の
額

が
、
四
百
五
十
円
↓
三
百
円
へ
の

減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
十
月
一
日
か
ら
引

き
続
い
て
入
院
中
の
方
は
、
十
二

月
三
十
日
か
ら
該
当
に
な
り
ま

す
。
手
続
き
は
、
一
月
以
降
に
被

保
険
者
証
、
減
額
認
定
証
、
入
院

期
間
の
証
明
で
き
る
も
の
（
領
収

書
、
証
明
書
等
）
、
印
鑑
を
ご
持
参

に
な
り
本
庁
住
民
課
又
は
各
支
所

で
お
願
い
し
ま
す
。

（
国
保
コ
ー
ナ
上

国
保
コ
ー
ナ

保
険
が
変
わ
っ
た
ら
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
か
ら
社
会
保
険
へ
琶
一
格
が

変
わ
っ
た
ま
ま
、
国
保
へ
届
け
出

を
し
な
い
で
お
き
ま
す
と
、
国
保

税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
加
入
後
に
国

保
の
被
保
険
者
証
を
使
用
さ
れ
ま

す
と
、
国
保
が
病
院
に
支
払
っ
た

医
療
費
を
使
用
し
た
方
に
請
求
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
、
発

生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

保
険
が
変
わ
っ
た
ら

ま
ず
病
院
に
保
険
が
変
わ
っ
た

こ
と
を
申
し
出
て
い
た
だ
き
、
お

早
め
に
国
保
へ
も
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

保
険
が
変
わ
っ
た
ら
手
続
き
を

鑑
鱈

一

園~風
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惨地球にやさしい上手なドライブ＝

空気がうまく怠るうまい走り方をしませんか

車
は
便
利
で
、
楽
し
い
乗
り
物
で

す
。
通
勤
で
使
っ
た
り
、
家
族
で
ド

ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、
利
用
の
仕
方
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
い
へ
ん
快
適
な

乗
り
物
な
の
で
、
ふ
だ
ん
運
転
し
て

い
る
と
き
は
、
公
害
問
題
や
環
境
問

題
と
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
車
は
排
気
ガ
ス
を
出

し
ま
す
。
こ
の
中
に
は
地
球
温
暖
化

を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

や
、
地
上
に
酸
性
雨
を
も
た
ら
す
窒

素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
物
質
が
大

気
中
に
増
え
れ
ば
、
温
室
効
果
に
よ

っ
て
地
球
は
よ
り
暖
か
く
な
る
し
、

環
境
も
悪
化
す
る
の
で
す
。
温
暖
化

が
進
め
ば
北
極
や
南
極
の
氷
が
溶
け

る
な
ど
し
て
、
イ
ン
ド
洋
や
太
平
洋

な
ど
の
小
さ
い
島
国
は
水
没
し
て
し

ま
う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
影
響

は
、
日
本
に
も
出
ま
す
。
海
面
の
上

昇
で
海
岸
が
減
り
、
国
土
が
失
わ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
快
適
の
た
め
に
、

子
孫
に
残
す
環
境
を
破
壊
し
て
は
い

戸

け
な
い
Ｉ
い
ま
世
界
は
、
車
の
乗

り
方
を
考
え
は
じ
め
て
い
ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
防
止
に

一
役
買
お
う

世
界
が
排
出
し
て
い
る
二
酸
化
炭

素
の
約
五
％
は
、
日
本
が
出
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

の
約
一
三
％
は
、
自
家
用
車
が
出
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
車
全
体

が
出
す
二
酸
化
炭
素
の
実
に
七
六
％

に
当
た
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
提
案
で
す
。

一
人
一
人
が
、
排
気
ガ
ス
を
少
な
く

す
る
走
り
方
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

空
ぶ
か
し
を
や
め
た
り
、
必
要
以
上

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
時
間
を
減
ら
し

た
り
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
急
発
進

や
急
ブ
レ
ー
キ
を
や
め
た
り
、
速
度

を
控
え
め
に
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
ね
。
日
本
に
は
四
千
万
台
を

超
す
自
家
用
車
が
あ
る
の
で
、
一
人

一
人
が
実
践
す
る
と
、
四
千
万
倍
以

上
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
の
空
気
が
き
れ

い
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
地
球
の

温
暖
化
防
止
に
一
役
買
う
の
・
て
す
。

あ
な
た
の
運
転
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
が
、

地
球
の
空
気
を
お
い
し
く
し
ま
す
。

地
球
や
環
境
に
や
さ
し
い
上
手
な
運

転
ｌ
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
走
り
出

す
と
き
、
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

砲‐奉岸'一零…～森…一癖二一蝦"～寵一癖一－零．．毎＝雫-～､塾撫"一事癖鐸…竜=索些 ．"寵一癖･一旬翠癖〃孟画率…
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｢国民年金」こんなときには種別変更手続きが必要です‘

ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ

年齢が20歳から60歳までの人は､皆さん国民年金に加入しなくてはいけません。また､加入の間に

は、就職・退職・結婚など、いろいろな節目がおとずれますが、こんなときには必ず、役場の国民年

金係で種別変更手続きを取って下さい。

扶養している配偶者がいる場合は、二人合わせて手続きが必要となります。この手続きを忘れる

と、将来いろいろな不都合が生じますので注意して下さい。

20歳になったとき(誕生日の

前日までに)国民年金に加入

の届出を

厚生年金保険・共済組合加入者

厚生年金保険・共済組合を

やめたら加入の届出を

厚生年金保険・共済組合の

加入者の扶蕊になったとき

付加保険料の納付を希望す

るとき

扶羨している配偶者がいる人は

合わせて届出を

結婚したとき 第1号被保険者で希望する人か

月額400円を納めます

趣 園｡●①

印鑑、本人・配偶者の年金手帳、

健康保険証 勺
■色

●●●甲●巳■巳｡●■■●■●●■●●●●｡■●●●■■●■■●■●■●■● ●●

印鑑、年金手帳、離憲証明雷

｡■●
｡■●①●●●●●■●●●●●◆●寺g

印鑑、年金手‘

bP。◆◆

印鑑(学生の方は学生証も－篭に）年金手帳

厚生年金保険・共済組合に

加入したらやめる届出を

(第2号被保険者へ）

扶妥している配偶者がいる人は

サラリーマンの嚢の届出を瀞
蕊

篭
霞
口
畢
》

第3号被保険者の配偶者が

会社などを変わったら
住所・氏名が変わったとき

住民票の届出と同時に届出を 厚生年金保険＝共済組合

〔
］

⑳ 唖蔓 夢
■●■■●■■●OGの

諏
）

。●｡■●●■ ●●●●●●●

印鑑、本人・配偶者の年金手根、

腿康保険証①●｡●■●曲●●■申●｡●｡●●●①Q●●●■申●■●■●●■■●●●●●●■●

印鑑、本人・配偶者の年金手帳、

健康保険証

■■

印監、年金手根

…”……草堂霊且。一一二言重言藍’茜垂冒･・・・ご垂言・・琴…－…垂 一 一…一一一一…一一一一一

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、
第
四
十
六
回
目
の
「
人
権
週

間
」
で
す
。

基
本
的
人
権
は
、
我
々
の
祖
先
が
貴
重
な
努
力
を
積
み
重
ね
て

狸
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
努
力
し
守
り
育

て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
今

年
の
人
権
週
間
に
当
た
っ
て
、
次
の
五
つ
を
強
調
事
項
と
し
て
積

極
的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
）
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

（
二
）
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

（
三
）
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

（
四
）
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

（
五
）
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
努
め
で
す
。
差
別

さ
れ
る
人
々
の
苦
し
み
、
悲
し
み
、
心
の
痛
み
を
真
剣
に
考
え
、
ま

た
、
差
別
を
す
る
こ
と
は
、
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識
を
し

っ
か
り
身
に
つ
け
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
う
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

大
豊
町
で
の
人
権
擁
護
委
員

上
村
芳
郎
川
井
恋
七
四
・
○
四
八
三

大
家
正
仁
東
土
居
恋
七
五
・
○
八
五
五

岡
本
修
二
穴
内
三
窓
七
三
・
○
○
○
七

法
律
や
人
権
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
に
ど
相
談
下
さ
い
。

（
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
）

『
人
権
週
間
』
の
お
知
ら
せ

へ
』
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の売買・貰う管・美団仏なオ

高知県農業公在へ／ ／~、

）（公社事業のメリット
経
営
規
模
縮
小
農
家
等
か

ら
、
農
地
等
を
買
い
入
れ
た
り
、

借
り
入
れ
、
規
模
拡
大
農
家
に

売
り
渡
し
た
り
貸
し
付
け
る
事

業
（
一
般
事
業
）
や
、
土
地
利
用

計
画
を
基
に
公
社
が
農
地
を
順

次
借
り
入
れ
（
又
は
買
い
入
れ
）

て
地
域
の
中
心
と
な
る
農
家
に

再
配
分
（
貸
し
付
け
又
は
売
り

渡
し
）
を
行
う
事
業
（
集
合
事

業
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

農
業
公
社

農
地
保
有

合
理
化
事
業

）（農地を売りたい方は．／ 農
地
の
移
動
に
介
在
し
、
規
模
拡
大
や
農
地
の
集
団
化
の
方
向
付
け
を
し
な
が
ら
農
業
経
営
体
を
総
合
的
に
育
成
し
て
い
く
た
め
の
、
公
的
な
団
体
で
す
。

○ 税金が安くなります。

譲渡所得税が年間800万円まで特別控除されます。

（一般に売買した場合10(1万円の控除です）

適正な価格で契約できます。

所有権移転の登記手続きは公社が代行します。

土地代金はすぐお支払いします。

○
○
○ と

は
！

一

）（農 地 を 買いたい方は／

こ
ん
な
と
き
使
う
と
便
利
で
す
！

①
農
家
双
方
の
売
り
た
い
時
期
と
買
い
た
い
時
期
に
ず
れ
が
あ
る
。

②
一
人
の
受
け
手
が
複
数
の
出
し
手
か
ら
農
地
を
取
得
す
る
場
合
。

③
一
人
の
受
け
手
で
は
取
得
が
困
難
な
面
稜
が
処
分
さ
れ
る
場
合
。

④
農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
双
方
が
直
接
の
取
引
に
不
安
や
抵
抗
を

感
じ
て
い
る
場
合
。

⑤
耕
作
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
貸
し
た
い
が
、
貸
し
た
ら
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

⑥
十
年
間
貸
し
た
い
が
、
借
り
手
が
当
面
五
年
間
を
希
望
す
る
場
合
。

低利の資金が借りられます。

税金が安くなります。

登録免許税・不動産取得税が一部軽減されます。

○
○

）（農地を貸したい方は．／

○5～10年分の小作料を一括して前払いで受け取れま

す。

○貸付期間満了時には、トラブルの心配もなく、確実に

土地が戻ります。

○不在地主でも、公社に貸せば､小作地の所有制限にか
かりません。

（ 、
ノ

農地を借 りたい方は／

○借り入れ期間中は、安心して耕作が出来ます。

○小作料は標準小作料をもとに、納得出来る額を毎年

払っていただきます。

角

|’
〒780高知市本町4丁目1番35号

高知県森連会館3F
TEL0888-23-8518

FAXO888-25-1351

※
農
業
公
社
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
農

業
生
産
法
人
や
新
規
就
農
者
の
た
め
の

農
地
取
得
の
お
手
伝
い
・
農
地
を
買
っ
た

り
借
り
た
り
し
て
農
業
の
規
模
拡
大
を

し
た
場
合
の
助
成
金
交
付
事
業
・
農
地
の

簡
易
な
整
備
を
す
る
場
合
の
資
金
貸
し

付
け
等
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。公

社
事
業
の
活
用
方
法
は
沢
山
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
町
村
、

市
町
村
農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

、_ノ
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雑
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
毎斗

か
◎
平
成
６
年
９
月
１
日
～
Ｗ
月
引
日
ま
で
の
受
付
（
４
名
）
一

恥
出
生
児
生
年
月
日
性
父
母
部
落
峰

か
岩
本
沙
也
香
８
月
即
日
女
武
美
香
大
畑
井
催

か
上
村
優
衣
９
月
２
日
女
聡
千
恵
下
桃
原
曇

準
上
地
美
紗
貴
９
月
肥
日
女
信
り
ほ
落
合
曇

浄
西
村
拓
也
９
月
邪
日
男
慎
二
里
美
川
口
南
曇玲

粋
元
気
に
育
て
お
お
と
よ
っ
子
曇玲

姻
…
．
￥
：
：
￥
…
．
￥
．
：
．
￥
：
：
￥
・
…
￥
．
：
．
￥
．
：
．
￥
…
．
￥
…
．
￥
…
．
￥
。
：
．
￥
：
：
￥
・
…
￥
・
…
￥
…
．
￥
・
・
・
唖

藩肪職
児
童
憲
章

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る

児
童
は
、

社
会
の
一
員
と
し
て

重
ん
ぜ
ら
れ
る

児
童
は
、
よ
い
環
境
の

な
か
で
育
て
ら
れ
る

●
●

、

'4｡’
4 』 し

回
し

″ 6
4』

へへ

科ッ

勺琴蒸着大
海
号

苧霊浄唾心弓ぞGE己

幸
ご
釦

辛
妾

患墾厩；
■
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

い
の
ち
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
か
も
知
れ
な
い

もも
■●匙■少■

霧

〔

死

年末における犯罪及び

奉故防止

儲たすけあい募含
そもそものきっかけ

は？

明治34年、救世軍の

ある中将が､｢日露戦

役中は兵士に慰問袋

を送ったが、戦勝の

いまは貧困家庭を慰

問激励しよう」と提

唱。それに応じた新

聞社が、紙面を通じ

て同情金を募集した

のが歳末たすけあい

募金の始まりだとい

われています。その

後、救世軍による街
なべ

頭での慈善鍋呼びか

けが始まり、集まっ

た寄付金で気の毒な

人たちにもちなどが

配られるようになり

達した。 ノ

◎
平
成
６
年
９
月
１
日
～
旧
月
訓
日
ま
で
の
受
付
（
刈
名
）

氏
名
死
亡
月
日
性
年
齢
部
落

岡
崎
夏
恵
８
月
証
日
女
祁
歳
岩
原

佐
左
木
初
女
９
月
１
日
女
胡
歳
穴
内
一
１

都
築
芳
常
９
月
８
日
男
別
歳
中
屋

小
笠
原
花
枝
９
月
８
日
女
艶
歳
川
口
南

秋
山
信
吉
９
月
皿
日
男
万
歳
東
士
居

都
築
寅
尾
９
月
過
日
女
銘
歳
永
洲

北
村
喜
庚
９
月
別
日
男
禰
歳
永
測

笹
岡
冨
恵
９
月
別
日
女
師
歳
土
居

笹
岡
春
美
９
月
刀
日
女
別
歳
大
豊
園

佐
竹
佐
智
子
９
月
羽
日
女
船
歳
大
王
上

小
笠
原
春
情
皿
月
２
日
男
弱
歳
西
峰
三
谷

岡
崎
志
津
恵
加
月
陥
日
女
岨
歳
本
村

大
館
君
野
如
月
賜
日
女
鯛
歳
大
豊
園

小
松
熊
由
ｎ
月
加
日
男
刊
歳
大
滝

三
谷
隆
郷
如
月
別
日
男
万
歳
佐
賀
山

小
笠
原
伊
波
江
加
月
型
日
女
氾
歳
岩
原

秋
山
芳
美
皿
月
詔
日
男
師
歳
船
戸

千
頭
昭
夫
加
月
羽
日
男
帥
歳
東
寺
内

小
笠
原
忠
義
加
月
羽
日
男
門
歳
落
合

三
谷
益
喜
如
月
朗
日
女
卯
歳
西
庵
谷

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

《
』
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はじ鈎憲して 髄 ⑳二言し左
鯵今後とも可愛がって下さし､ね鯵

ヨ

ｌ
‐

[、
ー"ご篭ノ

かなえ

中西加苗丁やん

(鯛瀦饗膳鯛

たくや

西村拓也くん
ゆ い

上村優衣巧t"ん
さ や か

岩本沙也香Tfん

口勇

『国の教育ローン」のご案内
国民金融公庫では、高校・大学等への進学時や在学時に必要な資金を低利でご利用いただける「国の教

育ローン」を取扱っております。

◎ご利用いただける方＝次の学校に入学・在学される方の保護者

高校・高専・短大・大学・大学院・専修学校・各種学校・盲・聾・養謹学校

の各高等部など

◎ご融資の金額＝150万円（学生・生徒お一人につき）

◎利率＝年4.4％（平成6年8月現在）

◎ご返済期間＝最長8年以内

◎資金の使いみち＝入学時・入学納付金、受験職用、入学に必要な費用

在学時・授業料等の納付金、下宿代等住居にかかる費用、通学に必要な交通

費など

◎ご返済方法＝元利均等毎月払（ボーナス併用、ステップ°返済も可能）

◎保証＝(財)教育資金融資保証基金または保証人1名以上

☆詳しくは、丑0888-22-3191〒780高知市本町4丁目2番52号

国民金融公庫高知支店融資相談係までお気軽に問い合わせ下さい。

信
一

輸 入品生かしてわが家も国際化
■■｡■、1■●e争｡●●◆●争争●●●の●●●●●●●●｡己●●今ロ｡●●●■午｡｡■■■■■｡■■ロ｡｡ロ●毎●■今■･口●●●●●●●●●●●●■●●1■1■ロ｡□●凸●

も っと知りたい、世界の広さ

三
谷
幸
正

白
萩
に
触
れ
て
見
え
な
い
傷
い
や

す

杉
本
賀
美

つ
ま
づ
く
も
生
き
て
る
証
あ
き

ざ
く
ら

猪
野
義
晴

頬
杖
を
つ
く
事
の
多
し
枯
蓮

秋
山
良
恵

お
し
ろ
い
花
繕
う
と
き
は
糸
二
重

吉
川
邦
子

さ
ぎ
草
の
純
白
閑
散
と
文
学
間

徳
弘
妙
子

三
反
の
田
を
守
る
蛙
の
濃
り
ん
ど

一
つ

松
浦
美
恵

鈴
虫
の
音
色
や
さ
し
く
夢
の
中

域
威
観
望
観
望
製
望
域
凶
観
域
型
型
国
璽
型
製
以

☆
生
涯
学
習
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
頃
は
、
公
民
館
活
動
な
ど
皆

様
に
大
変
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
生
涯
学
習
（
ゆ
と

り
す
と
養
成
事
業
）
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
公
民
館
長

や
ま
ひ
二

句
会

作
品
抄

－18－


